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ABSTRACT ：The　objectlve　ofthis 　studyis 　to　clarify 　the　heat　mitigation 　effects 　ofhill 　covered 　w 油 plants　in　urban
area．　A 　field　survey 　conducted 　in　the　neighbors 　ofAioiyama 　in　Nagoya　on 　August 　2002．　Aioiyama 　iscovered　with

plants　and 　located　in　build−up 　area 　in　nelghbors ．　The　following　rcsu 亅ts　were 　obtained ：Temperature　in　the　center 　of

Aioiyama　hill　was 　lower　by　7．6　degrees　than　temperature　in　built。up 　area 　around 　Aioiyama ．　Temperature　di　fference
jncreased　largely　in　the　daytime．　Cool　air　immersed 　in　cloudy ，　night 　and 　early　mornlng 　rather　than　in　fine　day」　The
cooling 　effects 　of 　the　hill　occurred 　up 　to　a　hundred　rneters　from　the　edge 　ofgreen 　area 　in　the　night ，

　and 　hundTed　fifty
meters 　from　that　point　in　the　early 　moming ．

1 ．は じめ に

　 近年、都市では都市化が進む に つ れて ヒ
ー

トア

イ ラ ン ド現象が顕在化 してお り、 都市部の 住民は

特に夏季にお い て快適な温熱環境を享受 して い る

とは言い 難い 。緑地はその 緩和方法 として注 目さ

れ、既往の研 究か ら公園な ど平坦地 の冷気の に じ

み 出 し現象が確認され て い る 1）・2｝ 3）・4）
。 現在、都市

内に は主に丘陵地に里山 と呼ばれ るよ うな緑地が

残されて いる。これ らの緑地は 自然と触れ合 う場

として の 役割を果す だけ で な く、都市の 暑熱環境

を緩和する効果がある こ とが予測され る。そ こ で

本研究で は 、そ の 効果を把握 し今後の 都市計画に

役立て るこ とを目的とし、都市化の進む名古屋市

内市街地に存在す る丘陵緑地 である相生 山とその

周辺市街地の気候観測を 2002年 8月に行 っ た。

2 ．観測概要

1）観測対象地域及び観測点

　観測対象地域及 び観測点を Fig．1に示 す。観測対

象地域は名古屋市東南部に 位置する相生山 とその

周辺住宅地 とした。相生山は都市計画に よ っ て残

され た都市内緑地であ り，周辺部は主に住宅地 と

して 開発されて い る。 約 123haの広さを有 し、頂

部 と谷底の 比高は
一

般に 20〜 30mであ り、全体的

に なだ らかな丘陵地 とな っ て い る 。 相生 山は北部、

中部、南部の大き く 3 つ の丘陵に 区分される。 植

生は立地本来の植生 が様々な影響を受けて移 り変

わ っ た二 次林で あり、コ ナラ、マ ツ 、 竹、 ヒノキ

な どの 様々な植生が存在す る
5＞。周辺部は緑地西

部が標高約 10〜25m と低 くな っ て お り、緑地を挟

んで東部に向か うに つ れて、標高が高 くな り、緑

地東部で は標高約 40〜50皿 と高 くな っ て い る 。 観

測点は緑地 内と市街地の温熱環境を比較するため

に、緑地の 中心部の 木陰 （以 降、緑陰 とす る）に

A、住宅地に B、 囲を緑地に 囲まれた南北 100m、東

西 200m程度の 畑地の 中心に C点を設け 、 定点観測

を行 っ た。緑地 と住宅地の 境界 （以降、緑縁とす

る）断面の 温熱環境の 推移を知るために東部に D1
〜 D8，　J1〜 14，西部に H2〜H13、南部に 11〜 114

，

北部に D6〜 D14を設けた 。 緑地内谷部 と半開発さ

れた地域の データを知 るために G1〜 G13を 設け

た 。 緑地内の 植生 、 標高に よる温熱環境の 違い を

把握するために E1〜 El6，　Fl〜 F9，Hl，Hl4を設け

た 。 観測点は合計 97点である。

2 ）観測方法及 び観測日時

　観測は定点における常時観測 と徒歩に よる移動
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観測を行 っ た。観測 日時をTab 且e．1 に示す。2002年

8 月 6 日と 8 月 16 日は定点で は 4 時か ら翌 日 4時

まで
一

日を通 じて観測を行 っ た 。 8月 15日に は 9

時から19時の 日中に観測を行 っ た。 観測時刻は毎

時 0分 と30分を基本 と し、移動観測時には 5分間

隔で観測を行 っ た 。 移動観測開始時刻は 8月 6 日、

16日は気温が最低とな る早朝 4時、気温が最高 と

なる昼間 13時、 夜間 22時 と し た 。 8 月 15 日は午

前と夕方に よる違い を把握す るため 、 9時、13時、

17時 とした。移動観測の 結果は定点観測の結果 に

基づ き、時刻補正 を行 っ た。

3）観測項 目及び観測機器

　観測項 目は定点観測、移動観測 と もに ア ス マ ン

通風乾湿計を用い て気温及び湿度を、ビラ ム 式風

向風速計を用 い て風向及び風速を観測した。定点

におい て は放射温度計を用い て各構成物の 表面温

度を、日射計 を用い て 日射量 を観測 した。

4 ）気象概況

　 8月 6日は高気圧 が発達 し、終 日晴れで 風速 も弱

く、名古屋地方気象台で は 2002年の 最高気温を記

録した 。 8 月 15 日は 日中雲が 多く、
．13時 30分頃

と 17時25分頃の 2回、20分程度のにわ か雨が降 っ

た 。 8月 16 日は終日晴れ であ っ たが、15日の 降雨

の 影響で 午前中はほ とん どの点で地表面は湿 っ て

い た。

3．観測結果お よび考察

3 ． 1定点観測結果及び考察

　8月 6 日の各定点に おける気温 と日射量の観測

結果を Fig．2に示 す。緑陰の 日射量が 7時、7時 30

分に上昇 したの は日射計に木漏れ 日が当た っ たた

め で ある。最高気温は緑陰 （A ）で 36．4℃、住宅

地 （B）で 37．8℃ 、 畑地 （C）で 37．6℃ を記録 し

た。最低気温 は A 点で 23．4℃、B 点で 26．8℃、　 C

点で 23．6℃を記録した。A 点 と B 点で は 日中よ り

も夜間、早朝の 方が気温差が顕著に現わ れ た。畑

地 （C）は 日中は住宅地 （B）点に、夜間、早朝

は緑陰 （A ）に沿 っ た気温変動を示 した 。 これは

日中は日射の 影響を受け気温が上昇 し、夜間に お

い て は周辺緑地か ら冷気の 流出の影響と 、 地表面

の 熱容量の 違い によ るもの と考え られる 。

　 8月 6 日の 定点に お ける各構成物の 表面温度及

び気温を観測結果 をFig．3に 示す 。 緑陰表面は 日中

気温 よりも温度が低 くな っ た。ア ス フ ァ ル ト表面
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温度は 日中大き く上昇 し 、 緑陰表面温度と 15℃〜

20℃ の 差を示 した 。 それに 対 し、日中葉表面温度

は緑陰表面温度に比べ 、2〜 5℃程度の温度上昇で

あ っ た 。 こ れは葉の 蒸散作用に よるもの と考えら

れる。こ の こ とより緑陰で は平均放射温度が低く、

より涼 しさを感 じる と考 えられる 。

3 ， 2移動観察結果及び考察

　8 月 6 日の 4時、14時 、 22時の気温分布図を

Fig．　4．5．6 に示す 。 図は平均気温以上の 点をグ

レーの 円、平均気温未満の点を白抜きの円 で表 し

て お り ，直径 が大き くなる ほ ど、平均気温 との 差

が大 きい こ とを表 して い る 。 4 時はほ とん どの点

で風速が観測 され なか っ た。最高気温出現部は

Hl3で 28．7℃ 、最低気温出現部は G4で 23．2℃を観

測 した 。 最大気温差は5．4℃であ っ た。 緑縁から緑

地内に進むに つ れて温度が徐々に低下 し、緑地か

ら離れ るに つ れて 温度が徐々に上昇する傾向が認

め られる 。 これは冷気 の流出効果が現われて い る

もの と考え られ る。14時は周辺住宅地を中心 に南

西 お よび西 寄りの風が記録され た 。 最高気温出現

部は G9，　H7で 39．6℃、最低気温出現部は 亅2で 32．0

℃を観測 した 。 最大気温差は 7．　6℃であ っ た。全体

に緑地内と緑地外の気温差が大 き くな り、緑縁で

急激に気温が上昇 して い る 。 緑地北西部名古屋第

二 環状線周辺で高温部が出現 した 。 こ れは道路上

の交通量が多 く、自動車からの排熱の影響が現わ

れ た もの と考え られ る 。 また 4時に は緑地 内と同

等に気温の 低か っ た G3〜G10，　C，　H2が緑地 よ りも3

℃程度高 い 気温を示 し た。こ れ は G3〜 G10
，
　C

，
H2

は地 表面が 日射の影響を受け るため、気温が上昇

した もの と考え られる 。 また緑地 内に おい て 、尾

根筋が谷筋 と比較 して気温が高 くな っ た 。 これは

日射を遮 る樹木の量 の違い による もの と考えられ

る。 22時は周辺住宅地を中心に 東よりの 風が観測

され た。最高気温出現地点 は 亅14で 31．5℃ 、最低

気温出現地点は G6で 25．8℃を観測した 。 最大気温

差は 5．7℃で あっ た。 緑地内は 4時 と同様の気温分

布を示 した が、緑地外にお い て は 4時 よ りも気温

差の 少ない 分布を示 した 。 こ の こ とか ら冷気の 流

出効果は 4時ほ ど顕著ではなか っ た こ とが考え ら

れる 。

　8 月 6 日、15 日、16 日の 亅1〜 14に おける各時

間の気温及 び水蒸気圧分布を Fig7，8， 9に示す。距

Fig．4　Distribution　ofAir 　TemparatUre （AugUst　64 ：00）

Fig5　Distribution　ofAir 　TemparatUre（August　614 ：00）

Fig．6　Distribution　ofAir 　Temparature（August　622 ：00）
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離は Om が緑縁、正 の 値が緑縁か ら住宅地 へ の 距

離 、 負の値が緑縁か ら緑地 内へ の 距離を表す。14：

00は緑縁付近で大きく気温が上昇 し，その 後は ほ

ぼ一
様な温度分布を示 した 。 水蒸気圧 は緑縁で急

激に減少 して い る 。 また晴天 であっ た 6日 、 16日

の 日中の方が曇天であ っ た15日の 日中よりも顕著

な気温上 昇 、 水蒸気圧低下を示 した 。 それ に対 し、

夜間、早朝、曇天に お い ては緑縁か ら住宅地に 向

か うにつ れて穏やか に気温が 上昇 し 、 その後安定

して い る。また水蒸気圧は夜 間、早朝におい て は

ほぼ同程度の分布を示 した。こ れ らの こ とか ら冷

気の 市街地 へ の 流出が夜間には 100m程度 、 早朝に

おい ては150m程度に わた っ て現われて い る もの と

考え られ る。また降雨 後の 15 日 17時 、 16 日 4時

に は気温差 が小 さくな っ て い る 。 こ れは 降雨 に

よ っ て住宅地の 構成物の 表面温度が低 くな り、住

宅地の気温も低くな っ た もの と考え られ る 。

4．ま とめ

　都市内丘陵緑地 とその周辺 市街地の熱環境を明

らかにするこ とを目的と して 、 2002年 8月に実測

を行 っ た 。 その 結果、  緑陰は葉に よる蒸散 と日

射遮蔽効果か ら、住宅地に 比べ 最大で 7．6℃気温

が低くな る こ と 、   緑地 と市街地の気温差は昼 間

に大き くな る こ と 、   冷気の に じみ 出し現象は 日

中、晴天時に は あま り影響が見 られず、曇天 時お

よび夜間、特に早 朝に 冷気の に じみ 出し現象があ

らわれ る こ と  そ の 影響範囲 は夜間 約 100m、 早朝

約 150mに及ぶこ とを見出した 。 以上の こ とか ら都

市内丘陵緑地は夏季に おい て周辺市街地へ の 暑熱

緩和の効果が期待で きる こ とを明 らかに した 。
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